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研究シーズの概要 
本研究は、地域の伝統⼯芸の知恵と素材に着⽬し、和紙や漆といった植物由来で環境負荷が少ない素材が持つ、耐
久性、機能性、美しさといった潜在的価値を意匠という観点から⾒直すと共に、現代社会の課題である「資源の循環活
⽤」を推進するものです。新たな加⼯技術や応⽤⽅法を開発し、彩のある豊かな社会の実現に貢献する新たな価値と
して実⽤化を⽬指しています。 
研究シーズの詳細 
◆研究例◆
2019 年度より、おおたけ⼿すき和紙保存会の連携し、伝
統技術の継承と活⽤に取り組んでいます。その⼀環で「和
紙と漆の壁⾯装飾タイル」を制作しました。

⼿すき和紙に漆を塗
ることで、実⽤的な強
度を⾼めています。 
（サンプル 1） 

漆の塗り⽅やレーザー加⼯機による和紙の加⼯によって、
多彩な装飾表現が可能です。（サンプル 2） 

◆研究例◆
2021 年度から 2022 年度の受託研究において、2023
年2 ⽉に開業にした⼤⽵駅の⾃由通路内に設置するモニ
ュメントを制作しました。⼤⽵市の⾵景をモチーフした全 5
点の作品には、和紙にレーザー加⼯で刻印し、その上から
漆を塗った寄付者のネームが施されています。⼿すき和紙
ならではの⾵合いが⽣かされた仕上がりになっています。

想定される⽤途・応⽤例 
◆付加価値のある建築マテリアル
◆病院や公共施設など、パブリックスペースの空間演出
◆⾷器や家具などのプロダクト （装飾だけではなく、⼿触りを意識したもの）

セールスポイント 
JR ⼤⽵駅のモニュメントに採⽤されるなど、すでに公共の場で実⽤化された実績があります。 
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